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芋ども碍思考を高める授業うくり
- ｢-つの花｣の学習指導案の修正を通して -
学習開発コース(09220904) 大 沼 沙 貴
本研究では,筆者の学習指導案を素材にして,子どもの思考を高める授業づくりについて
検討した｡学習指導案とは何のために,どんなことを書くのかを実践をふり返って考察した｡
その結果,授業は,教師の発問などの授業を構成する要素が構造的に組み合わされており,
学習指導案の ｢発問 ｡守旨示｣ と ｢子どもの反応｣の2つに集約されるということを明らか
にすることができた｡
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1 問題の所在と方法
教師は授業をする前に学習指導案というものを
書く｡学習指導案には次の内容が書き込まれる｡
題材,単元目標,児童観,教材観,評価,指導計画,本
時案(目標,学習過程,指導上の留意点 評価)であ
る｡筆者はこれらの内容を先行実践を参考にして
埋めていけば,学習指導案は完成するものと思っ
ていた｡授業記録があり,1時間の授業の流れをイ
メージしやすいものを選び,教材の扱いや発問｡指
示を組み合わせて指導案を構成した｡しかし,この
ような学習指導案に基づいて行った授業をふり返
ると,想定しない発言が出てきた場合,子どもの思
考によりそうよりも,想定した授業の流れに戻す
ことを優先していたことに気づいた｡こうした教
師の授業づくりについて,奈須正裕(2006)は次の
ように述べている｡
まねることは学ぶことの一形態ですから,
まねることそれ自体がいけないのではありま
せん｡自分自身と目の前の子どもを一切顧み
ないまままねることが,問題なのです｡
まずもって,自分らしさの形成を損なう危
険性があります｡名人の振る舞いにせよ本に
載っていた工夫にせよ,その人ならではの部
分,最初に開発された際の独自な文脈が,少
なからず練りこまれています｡(中略)それを
手当たり次第に持ち込んだのでは,私の実践
が分裂した,一貫性のないものとなっていき
かねませんし,私ならではのスタイルの確立
など望むべくもありません｡
加えて,目の前の子どもをしっかりとまな
ざすことなく,別な子どもを想定して開発さ
れた技術を適用するのですから,学びはそこ
そこのものに留まらざるを得ないでしょう｡
つまり,まねること自体に問題があるのではな
く,先行実践にはまね方があるということである｡
自分の実践と学習指導案を授業後にふり返って
みると,子どもの思考を高める授業を意図しつつ
実際はそうなっていない｡課題として次の点を指
摘することができる｡
①教師が教材を用いて何をねらうのか,どのよう
に子どもを高めたいのかが明確でない｡
②教材に対する子どもの反応の予想が甘い｡子ど
もの思考によりそうことができていない｡
③子どもをどう高めるのか教師の発間 ｡指示に一
貫性がない｡
学習指導案は,子どもの思考を高めていくため
に書いていくものであり,教師の手順を単純に並
べて書いていくものではない｡本研究では,これま
で作成してきた筆者の学習指導案とその修正した
学習指導案を素材とする｡子どもの思考を高める
授業を行 うために,学習指導案とはどんなことを
書いていくのか｡実践をふり返って明らかにして
いきたい｡本研究では,教材観の土台となる教材研
究,発問 ｡指示,予想される子どもの思いの3つに
焦点を当てて考えていく｡
2 実践と結果(明らかになったこと)
(1)4年生 国語科 ｢一つの花｣の実践
山形市立Y小学校4年 1組(男子 18各 女子 20
名,計 38名)で行った授業実践である｡ 教材は,国
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語科 ｢一つの花｣である｡
授業前に作成した学習指導案(第一次案)の単元
目標,教材および指導について,本時の目標,教師
の発問･指示,予想される子どもの思いは次のよう
になっていた｡
<単元の目標>
時代背景や登場人物の行動 ･様子について,場面
の変化に注意しながら読み,一つの花が象徴する
ことを考え,自分としての解釈をもつ｡
<教材および指導について>
本単元のねらいは,｢登場人物の気持ちや願い,
場面の情景を叙述に即して読む｣である｡本教材
は,ゆみ子の言葉 ｢一つだけちょうだい｡｣を通し
て,幼いゆみ子のしぐさや表情から,子どもたちに
自分の幼いころをふり返らせるものである｡それ
は親の願いや思いを考えるきっかけとなるであろ
う｡叙述をもとに,その背景や心情を丁寧に読み取
ることを通して,子を思う親の心情や平和につい
て考えることのできる教材である｡また,戦時中と
10年後の様子が対比的に構成されていたり,倒置
法や比唯,ダッシュなどそこに含まれる意味や思
いを考えたりすることができ,読み手を強く引き
つける作品である｡
本単元では,場面ごとに自分たちで課題をつく
り,その答えを話し合って解決していくという学
習を進めてい く｡どんな表現からそう考えたのか,
根拠を明らかにさせていきたい｡また,異なった考
えに対しては,相手の意見を尊重しながら自分の
考えをもたせていきたい｡
<本時の目標>
話し合いを通して,互いの感じ方の違いに気づ
き,お父さんの気持ちを叙述をもとに考えること
ができる｡
<主な発問(○)と指示(△)それに対する子どもの思
い(･)>
△ 『一つの花』2の場面を立って読みましょう｡
お父さん,お母さん,ナレー ターに分けて読みまし
ょう ｡
△本文を読んで,考えたことを書きましょう｡
△周りの人と話し合って考えましょう｡
O｢そんなとき｣ とは?
･ゆみ子は本当はたくさん欲しいのに一つだけし
か言えない｡かわいそう｡お父さんお母さんも
暗くなる｡
･本当の喜びを知らない｡暗い気持ち｡
･ずっと消えない喜び｡
○深いため息の理由は?どんな時にため息をつく
か?
･落ち込んでいるとき｡
･暗い気持ちのとき｡
･悲しい｡
O｢めちゃくちゃに｣とは?
･すごく高く上げる｡
･一つだけではなく,みんな,山ほど｡
･寂しさを紛らわすため｡
･ゆみ子の笑顔がみたい｡悲しみを忘れられる｡
･いい子に育てよ｡
･悲しみをどこかにぶっけている｡
○ゆみ子は将来どんな子になると思っているの
か｡
･喜びを知らない｡
･一つだけしか知らない｡
｡山ほどを知らない｡
･平和を知らない｡
○お父さんは本当はゆみ子にどうしてあげたかっ
たのだろうか｡
･ゆみ子の将来に不安｡
･どうすることもできない父親の無力感｡
△今日のまとめを書きましょう｡
(2)実際の授業の様子
｢一つの花｣の次の場面を読んで考える｡
｢なんてかわいそうな子でしょうね｡一つだけちょうだ
いと言えば,なんでももらえると思ってるのね｡｣
ある時,お母さんが言いました｡
すると,お父さんが,深いため息をついて言いました｡
｢この子は一生,みんなちょうだい,山ほどちょうだいと
言って,両手を出すことを知らずにすごすかもしれない
ね｡---一つだけのいも,一つだけのにぎりめし,一つだ
けのかぼちゃのにつけ･-･･｡みんな一つだけO-つだけ
の喜びさ｡いや,喜びなんて,一つだってもらえないかも
しれないんだね｡いったい,大きくなって,どんな子に育
つだろう｡｣
そんな時,お父さんはきまって,ゆみ子をめちゃくちゃ
に高い高いするのでした｡
実際の授業場面
T1 ゆみ子をめちゃくちゃに高い高いするお父さんはど
んな気持ちだったんだろうo
C1戦争で食べるものとかなくて,いつもゆみ子は ｢一つ
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だけちょうだい｡｣と言っていて,たくさん食べること
ができなかったから,少しでも喜ばせたいと思ってい
たと思います｡
C2 ゆみ子がかわいそうで,喜ばせようと高い高いをした
んだと思います｡
C3 ちょっとだけでも喜んでもらいたい｡
C4 喜びを一つだってもらえないかもしれないから,少し
でも喜びをあげたいと思ったんだと思います｡
C5 ゆみ子のことが心配で,ちょっとでも喜びを与えたい
と思ってめちゃくちゃに高い高いをしたんだと思い
ます｡
T2 お父さんはゆみ子を喜ばせたいと思って高い高いし
たんだね｡違うことを考えた人はいる?
C ｡
T3 お父さんはゆみ子を喜ばせたいと思っていたと思っ
たのね｡お父さんは深いため息をついて言っているけ
ど,みんなは深いため息ってどんな時にする?
C6 あきれたとき｡
C7 いらいらしたとき｡
T4 深いため息してみて｡
C はあ～｡あ～あ｡
C8 困っているときにする｡
C9 悲しいとき｡
T5 ため息って良い気分のときにはしないみたいだね｡
T6 高い高いはどんな時にするのかな｡
C10高い高いしたことないから分かんない｡まだ子どもだ
もん｡(笑いながら)
T7 そっか｡じゃあ,みんなは高い高いしてもらったこと
あるかな｡どんな時にしてもらった?
Cll あやすとき｡泣いていると泣きやむように高い高い
する｡
C12 いいことをしたときに,高い高いしてくれた｡
C13私はぬいぐるみに高い高いしてたよ｡
T8 お父さんは深いため息をついて ｢この子は一生,みん
なちょうだい,山ほどちょうだいと言って,両手を出
すことを知らずにすごすかもしれないね｡---｣とし
ゃべっているね｡そして,ゆみ子を高い高いするんだ
ね｡お父さんは,あきれて深いため息をしたのかな?
ゆみ子を高い高いしたのは,ゆみ子をあやすためにし
たのかな?
C14お父さんは,ゆみ子のことが心配だったんだと恩いま
した｡
C15 私も同じで,心配していだんだと思いました｡一つだ
けの喜びももらえないかもしれないと言っているか
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ら心配していたんだと思いますo
C16-つだけしかもらえなくて,おなかいっぱい食べられ
ないから心配していたんだと思います○
C17もつとちょうだいと言って,他の人に迷惑をかけるん
(3)考察
①教師が教材を用いて何をねらうか
最初に,自分の考えをノートに書いた｡そこで
は,｢ゆみ子を喜ばせたい｣という考えだけでなく
｢もうすぐ戦争に行かなければならない日に近づ
いてきて,もう一生ゆみ子に会えないと思って悲
しい気持ち｡｣｢戦争に行かないでこうやってすご
したい-戦争に行きたくない-ゆみ子とずっとい
っしょにいたい-｡｣というような考えがあった｡
子どもの発表では挙手を大切にした｡まだ出さ
れていない考えがノートに書かれていても,その
子どもを指名しなかった｡自分から発表してもら
いたいという思いがあったからである｡ 子どもが
自分から発表するということは,授業が活性化し
たということだと思う傾向があった｡しかしそう
ではない｡ここでは,お父さんの気持ちを考えるこ
とが授業のねらいであった｡ 挙手を優先すること
が第一のねらいではない｡どのように子どもを高
めたいのかを考えると,ここで指名し,みんなで考
えることの方がねらいに沿っていたと言える｡つ
まり,授業で何をねらうのかを十分に意識する必
要があったということである｡
②教材に対する子どもの反応の予想
Clの ｢戦争で食べるものとかなくて,いつもゆ
み子は『一つだけちょうだい｡』と言っていて｣と
いう発言は,｢戦争｣｢一つだけちょうだい｡｣とい
う言葉からテキストに戻る可能性をもっていた｡
なぜなら,ゆみ子たちがどのような状況の中で生
きているのかを確認することで,お父さんの気持
ちを考えられるからである｡しかし,学習指導案の
｢子どもの思い｣の予想に,考えの根拠となるテキ
ストを書いていなかったため,C1が発言した略
｢テキストのどこからそう考えたのか｣という根
拠についての発問ができなかった｡
筆者が予想した ｢子どもの思い｣に,考えの根
拠となるテキストを含み,根拠を明らかにする発
問をしていれば,子どもの中にあるゆみ子に対す
るお父さんの思いをもっと引き出せただろう｡
③発間｡指示の一貫性
授業で教師は,C1からC5の子どもたちの ｢ゆみ
子を喜ばせたいから高い高いした｣という発言に
対して,異なる考えを出させようとT3｢深いため
息ってどんな時にする?｣と発問している｡突然
｢深いため息｣に注目させられた子どもたちは,
戸惑いながら答えてはいる｡しかし,その思考はテ
キストとは無関係になっている｡さらに,T6｢高い
高いはどんな時にするのかな｡｣という答えにくい
発問をした｡これらの発間はテキストと子どもの
現実を行ったり来たりさせるものになってしまっ
た｡ これらの発問を子どもが考えようとすると,
子どもの考えに一貫性やっながりがなくなる.そ
の場その場で考え,答えていくしかないことにな
る｡本時の目標を達成するために,教師としてテキ
ストのどの部分から何を考えていくのか,そのた
めにはどんな発問が適切かを検討する必要がある｡
3 先行研究の検討
学習指導案を書き直すプロセスで参考にした文
献は次のものである｡それぞれについて述べる｡
(1)｢一つの花｣の指*,教材研究について
西田耽志 ｢『一つの花』の教材分析と授業｣,
西郷竹彦編 『文学の授業 小学校4年』,明
治図書,pp.41-68,1977
藤原鈴子著(西郷竹彦監修)『文芸研の授業③
｢一つの花｣の授業』,明治図書,2003
｢『一つの花』の教材分析と授業｣では,作品そ
のものの構造を明らかにし,その構造に即して授
業案を立てている｡｢一つの花｣は,｢(語り手)が
どの人物の目と心にも寄りそわず≪外の目≫で語
っている｣という特徴がある｡生徒にも ｢外の目｣
で,そこに生きる人物の姿,様子を思い描かせ,そ
のことについて｢どう感じられるか,どう思われる
か｣と考えさせる授業を行っている｡
このように,教師が教材をどのように受けとめ
るかで,何をねらうのか,教材を通してどのように
子どもを高めたいのかが変わってくる｡どの作品
でも,その構造を明らかにしてから,教材の特色を
生かすヨ受業案を立てていく必要があると考える｡
『文芸研の授業③ ｢一つの花｣の授業』の実践
例では,｢こんなお父さんをみて,どう思います
か｡｣という発問から,子どもの実際の様子に応じ
て ｢言緒 の思いは?｣と切り替えている｡はじめ
から｢こんなお父さんを見て,言緒 はどう思ってい
るのでしょうか｡｣とできなかったのは,｢外の目｣
で書かれている文体を明確に意識したねらいにな
っていなかったからと考察している｡そこで,ねら
いを｢いっ終わるとも知れない戦争の状況下,ゆみ
子の将来を心配するお母さんお父さんの思いをと
らえる｡｣というものから｢ゆみ子の将来を心配す
るお母さんお父さんの思いを切なく患う言緒 に共
感する｡｣と修正している｡西郷竹彦(2003)によれ
ば,登場人物だけが人物なのではなく聞き手も語
り手(話者)も人物であり,読者は語り手と聞き手
の立場に立って読むことができる｡この作品では,
語り手の気持ち,聞き手の気持ち,その場にいる登
場人物の気持ちが分かる,としている｡
登場人物の立場からだけでなく,話者の立場か
らも文章を読むことで,チビもたちがより深い意
味づけをすることができると考えられる｡
(2)学習指導案と教師の仕事について
山中一己 ｢『学習指導案』に単元を表現する｣,
久野弘幸編 『授業をデザインする ｢技｣』,ぎ
ょうせい,pp.97-107,2006
奈須正裕著『教師とい う仕事と授業技術』,ぎょ
うせい,2006
『授業をデザインする ｢技｣』で,山中一己
(2006)は次のように述べている｡
より子どもの考えに沿った主体的な学習を
促すためには,子どもの立場に立った指導案
の作成が必要となってくる｡それには,子ども
の意識の流れを的確に把握すること(子ども
理解),子どもの学習内容に合った支援(個に
応じた教師支援)ができることが重要となっ
てくる｡
子どもの立場に立って学習指導案を作成する
ことが,子どもの思考によりそった授業づくりの
前提である｡教材の論理と子どもの思考の流れに,
飛躍や断絶が生じないようにしなければならない｡
｢子どもの思い｣を予想するには,子どもの目線に
立ち,子どもの言葉で書いていくことを学んだ｡
『教師という仕事と授業技術』では膏旨導案作
成の留意点と ｢技｣について整理している｡
指導案は形で書いていくものではありま
せん｡書くことによって自身の思考が明らか
となり,次にはそれを足場に,さらに思考をよ
り大胆にして微密なもの-と高めていくため
に書くのです｡
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その意味でも,ここまで書き上げたなら,
一度全体を振 り返ってみましょう｡そして,
相互に矛盾や破綻がないか,チェックします｡
もし,おかしいところを発見したら,その理由
を考えましょう｡多くの場合,それはあなたの
思考の詰めの甘さに起因しています｡
こうして,指導案はどんどんよくなってい
くのです｡
学習指導案は,形で書いていくものではなく,
自分の思考を整理するためのものであり,練り
直すことでよくなるものであることを学んだ｡
(3)授業の構造について
藤岡信勝著『授業づくりの発想』,日本書籍,1989
二杉孝司 ｢『授業を構成する四つのレベル』の意
義｣,上候晴夫編 『授業づくりネットワーク
No.299 2010｡6』,学事出版,pp.4-6,2010
藤岡信勝(1998)は,次のように授業の要素を四
つのレベルに整理している｡
授業づくりにおいて,教師は,まずレベルの
異なる次の四つの問題領域を自覚的に区別
すべきである｡
①教育内容(何を教えるか)
②教材(どういう素材を使うか)
③教授行為(子どもにどのように働きかける
か)
④学習者(それによって子どもの状態はどう
なるのか)
その上で,これらの問題領域のそれぞれに
ついて,理論的 ｡実践的に蓄積された知見を
学ぶ｡新たに構想を練る｡多様な発想をつき
合わせ,その中から自分独自のスタイルをつ
くり出す｡各レベルがどのように関連しあう
かの見通しを立て実践する｡このような創造
的な過程が授業づくりの仕事なのである｡
授業はバラバラの要素が組み合わされたもので
はなく,構造的にひとまとまりになっている｡それ
ぞれの要素には意味や重要度がある｡たとえば二
杉孝司(2010)は,授業案について次のように述べ
ている｡
授業案の核心は,1時間の ｢授業の展開｣に
ある｡教師の授業に対する狙いや思いは,教材
や教授行為に表さない限り,授業で実現する
ことはない からである｡(中略)したがって,
授業案が満たすべき条件とは,第一に,教授行
為が具体的に書いてあること(発問や指示は
そのまま読めばよいように書いてあること)
で,第二に,学習者の学習の予想(たとえば発
問に対する回答)が書いてあることである｡
二杉によれば,学習指導案は発間や指示などの
教陵行為と子どもの反応の予想の2つにつきると
される｡ひとまとまりの授業の構造は,教授行為と
子どもの反応に集約される｡
教師がこのようなレベルを理解し,意識して授
業づくりを行えば,子どもの発言に臨機応変に対
応でき,思考によりそった授業を展開することが
できる｡綿密に準備されていれば,教師は子どもの
発想が教師の予想を超えたとき,その考えにどう
向き合うかを判断できるのである｡各レベルが明
確になっていない学習指導案では,授業にもその
プレがあらわれる｡
学習指導案を作成する段階において,子どもた
ちの反応や思考を細かくイメージ化できるほど,
授業の中で子どもたちの考えや反応を価値づける
ことができるのである｡
4 考察
以上 学んだことから｢一つの花｣の学習指導案
を次の観点で書き直した｡藤岡の言う授業の要素
である四つのレベルで整理する｡
①教育内容(何を教えるか)
第一次案では,｢一つの花｣について ｢叙述を
もとに,その背景や心情を丁寧に読み取ることを
通して,子を思う親の心情や平和について考える
ことのできる教材である｡｣としていた｡｢平和に
ついて考える｡｣とはどういうことだったのか｡
本時では,お父さんの人物,生き方を考えてい
く｡お父さんが ｢喜びなんて一つだってもらえな
い かもしれないんだね｡｣と言う時の喜びは,食べ
物に対する喜びだけでなく,美しいものを美しい
と思える喜びと考えられる｡戦争という状況の中
で,ゆみ子の将来を心配する父親の気持ちを感じ
取ることもできる｡｢決まって,ゆみ子をめちゃく
ちゃに高い高いするのでした｡｣ という行動には,
ゆみ子に対するお父さんの思いや愛情の強さが表
れている｡自分たちではどうしようもできない戦
86
争という状況の中で,やるせない思いややり場の
ない怒りがこめられている｡このようなお父さん
の思いを通して,子を思う親の心情や平和につい
て考えていく｡
②教材(どういう素材を使うか)
西郷によると,教材の特質には,表現の形式の
特質と,表現の内容の特質がある｡表現の内容は,
書いてある事柄のことであり,表現の形式は,どん
な表現の仕方 ･方法をとっているかということで
あるという｡このような教材の特質を活かす授業
と学習指導案を考える｡
｢一つの花｣は話者の立場に立ち,｢外の目｣
で描かれている｡藤原鈴子(2003)は,｢なぜ,作者
が《外の目》をとった作品にしているかというと,
そのとき起こったことを読者の目で見させて,そ
れを読者の側から意味づけさせたいからです｡｣と
述べている｡さらに ｢この教材では,《外の目》で
目撃者体験をするといった教材の特質をふまえた
授業をすることが,決め手のない話し合いや読み
のずれを避けることになります｡｣と述べている｡
｢目撃者体験｣とは,作品の中に出てくる人物によ
りそって読むというよりも,読者がその場に居合
わせているかのように,その一部始終を見ていく
ということである｡
筆者の学習指導案に当てはめて考えると,第一
次案の ｢ゆみ子をめちゃくちゃに高い高いするお
父さんはどんな気持ちだったのだろう｡｣という
発問を ｢ゆみ子をめちゃくちゃに高い高いするお
父さんを見てどう思うか｡｣に修正することにな
る｡｢外の目｣を意識して考え,｢目撃者体験｣に
よって深い切実な体験ができると思われる｡
③教授行為(子どもにどのように働きかけるか)
第一次案は,授業を進めるためのメモになり,
活動をなぞるだけになってしまっている｡学習指
導案は,子どもの思考を高める授業をどのように
つくりあげていくのかということをはっきりさせ
るために作成する｡書いていくうちにそれはより
明確になる｡一つひとつの発間にどんな教師の思
いがあるのか,なぜその言葉を使うのか,どのよう
な発間が的確かを見極めることが必要である｡
第一次案では授業の最後に ｢今日のまとめを書
きましょう｡｣としていた｡しかしこの指示では,
何のために ｢まとめ｣をするのか分からない｡ ｢ま
とめ｣を書かせる教師のねらいは,みんなの考えを
聞いた後,自分の考えがどう変容したのか気づか
せることにある｡修正した学習指導案では ｢課題
について,授業をふり返って自分はどう考えたのか
書きましょう｡｣とした｡｢まとめ｣の発表では,敬
師のねらいとすり合わせ,どの子どもの発表を強
めるのか,子どものどんな言葉をおすのかを見極
める｡
さらに,第一次案ではお父さんの気持ちを考え
ていくときに,子どもたちから根拠となる叙述が
出てこなかった｡学習指導案には教師が考えてい
きたい言葉があるが,そこには発間同士の一貫性
がない｡修正した学習指導案では,まず ｢今日の場
面を読んで,お父さんの気持ちに関係するところに
サイドラインを引きましょう｡｣ と指示をすること
で,サイドラインを引いた文や言葉から,叙述をも
とに考えることができるようにした｡
④学習者(それによって子どもの状態はどうなる
のか)
教授行為に対しての子どもの思いを想定しな
ければ,その教授行為が的確かどうか判断するこ
とができない｡
第一次案では ｢お父さんの気持ちを叙述をもと
に考えることができる｡｣とい う本時の目標に対し
て,子どもの思いを ｢ゆみ子の将来に不安｡｣と予
想した｡｢叙述をもとに｣としているのに,子ども
の思いの予想には,テキストのどこに即している
のかという根拠は示されていない ｡ そこで修正し
た学習指導案では,｢お父さんは,ゆみ子がどんな子
に育つだろうと将来を心配していたと思います｡『い
ったい,大きくなって,どんな子に育っだろう｡』と言
っているし,『戦争』だから,ずっとゆみ子のそばに
いれるわけじゃないと分かっていた思うから｡｣とい
うテキストにもとづいた根拠のあるものにした｡
以下,書き直した学習指導案である｡
<単元の目標>
(1)物語の温かさにひかれ,心に残る言葉や文章,悼
景や場面を楽しんで読もうとしている｡
(関心･意欲 ･態度)
(2)課題について読みとったことや,叙述から登場人
物について考えたことを自分の言葉で書くことが
できる｡ (書く)
(3)登場人物の気持ちや願いを叙述に即して読んだ
り,時代の状況や場面の移り変わりに注意して読
んだりすることができる｡ (読む)
(4)戦争に関する言葉の意味 倒置法,ダッシュ,比愉
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等の意味や使い方が分かる｡ (諸 事項)
<教材および指導について>
本単元のねらいは,｢登場人物の気持ちや願い,
場面の情景を叙述に即して読む｣である｡本教材
は,ゆみ子の言葉 ｢一つだけちょうだい｡｣を通し
て,幼いゆみ子の将来を思う父と母の愛情や願い
が会話に注目して考えていくことで読み取れる｡
母の ｢なんてかわいそうな子でしょうね｡一つだ
けちょうだいと言えば,なんでももらえると思っ
てるのね｡｣という言葉に対し,父は深いため息を
ついて｢この子は,一生,みんなちょうだい,山ほど
ちょうだいと言って,両手を出すことを知らずに
すごすかもしれないね｡---一つだけのいも,一つ
だけのにぎりめし,一つだけのかぼちゃのにつけ
-州｡みんな一つだけ｡一つだけの喜びさ｡いや,
喜びなんて,一つだってもらえないかもしれない
んだね｡いったい,大きくなって,どんな子に育つ
だろう｡｣と答えている｡また,｢そんな略 お父さ
んは,きまってゆみ子をめちゃくちゃに高い高い｣
している｡｢いったい大きくなって,どんな子に育
つだろう｡｣には,ゆみ子の将来を不安に思う気持
ちが表れている｡｢そんな時｣｢きまって｣という
表現から,いつもこのような会話が交わされてい
ることが読み取れる｡
また,三人称の語り手の視点で描かれており,人
物の姿や様子を思い描きながら,その時のゆみ子
や父親,母親をどう思うか,どう感じるかと考えて
いくことができる｡たとえば,｢ゆみ子をめちゃく
ちゃに高い高いするお父さんを見てどう思うか｡｣
など,その時の様子を思い描きながら考えてい く｡
ゆみ子のしぐさや表情は,チビもたちにとって自
分の幼いころをふり返らせるものであり,それは
親の願いや思いを考えるきっかけとなるであろ
う｡叙述をもとに,その背景や心情を丁寧に読みと
ることを通して,子を思う親の心情や平和につい
て考えることのできる教材である｡戦時中の様子
とその10年後の様子が対比的に構成されている｡
例えば,｢一つだけちょうだい｡｣ と ｢お肉とお魚
どっちがいいの｡｣や,｢一輪のコスモス｣ と ｢コ
スモスのトンネル｣などを比べて読むことによっ
て,その情景をより鮮明に描くことができる｡表現
方法に関しては,倒置法や比輸,ダッシュなど,そ
こに含まれる意味や思いについて考えることがで
きる作品である｡
自分の読み取りや考えをノートに書いた後 考
えの交流をし,その後さらに考えたことを書く活
動を毎時間繰り返していく｡発表だけでなく,書く
ことによって,自己の考えの変容に気づくことが
できるようにする｡
本単元では,場面ごとに自分たちで課題をつく
り,その答えを話し合って解決する学習を進めて
いく｡初めに,お互いの初発の感想を読み合い,ど
の場面が気になったのか,どう感じたのか,という
ことを比べながら課題づくりをする｡｢ゆみ子を高
い高いしたお父さんは,喜ぶゆみ子を見て嬉しか
った｡｣｢喜びなんて一つももらえないゆみ子をか
わいそうに思いながら高い高いした｡｣など高い高
いしたお父さんの様子から感じられることは一つ
ではないだろう｡そこに気づいたとき,｢ゆみ子を
めちゃくちゃに高い高いするお父さんをどう思う
か｡｣というような課題ができる｡そのとき,どん
な表現からそう考えたのか,根拠を明らかにさせ
ていきたい｡異なった考えに対しては,相手の意見
を尊重しながら自分の考えをもたせ,読みの視点
を広げていきたい｡
<本時の目標>
言葉や行軌 様子に着目しながら,｢ゆみ子をめ
ちゃくちゃに高い高いする｣お父さんを見てどう
思うか,自分の考えを書くことができる｡
<主な発問(○)と指示(△)それに対する子どもの思
い(u)指導上の留意点(◇)>
△今日の課題を確羅しましょう｡
○ゆみ子をめちゃくちゃに高い高いするお父さん
を見てどう思いますか｡
△今日の場面を読んで,お父さんの気持ちに関係
するところにサイドラインを引きましょう｡
◇ ｢そんなとき｣｢きまって｣という表現にも着目さ
せたい｡いつもゆみ子のことを考えていることに気
づかせ,ゆみ子の将来を案じるお父さんの思い,戟
争に対する思いを感じさせるようにする｡
･｢一つだけのよろこびさ｡｣｢よろこびなんて一つ
だってもらえない かもしれないんだね｡｣｢あま
りじょうぶでないお父さん｣
△サイドラインを引い たところをもとにして,自
分の考えをノートに書きましょう｡
◇サイドラインを引いた文や言葉から叙述をもとに
考えることができるようにする｡
◇｢喜びなんて,一つだってもらえないかもしれない
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んだね｡｣｢いったい,大きくなって,どんな子に育
つだろう｡｣｢あまりじょうぶでないゆみ子のお父
さんも,戦争に行かなければならない｣などの叙述
からお父さんのおかれた様子を考えさせる｡
･お父さんは子どものことを大切に思っていたと
思います｡｢一つだけのおいもや一つだけのにぎ
りめし｣だけだったから,めちゃくちゃに高い高
いして,｢たくさん｣をあげたかったのかな｡少
しでも多く喜ばせたかったんだと思う｡
･お父さんは,ゆみ子がどんな子に育つだろうと将
来を心配していたと思います｡｢い ったい,大き
くなって,どんな子に育つだろう｡｣と言ってい
るし,｢戦争｣だから,ずっとゆみ子のそばにい
れるわけじゃないと分かっていたと思うから｡
･お父さんはやさしい人だと思います｡｢きまって｣
ということは何回も高い高いしたと思うから,
やさしいと思う｡
･かわいそうだと思う｡｢戦争に行かなければなら
ない｣から,ゆみ子と離れ離れにならなきやいけ
ない｡高い高いしながらゆみ子と会えなくなる
ことを考えていたと思う｡
△ノー トに書いたことを発表しましょう｡
◇テキストのどの表現から考えたのか,根拠を明らか
にして発表させる｡
◇机間指導で子どもの考えを把握し,意図的な指名も
行えるようにする｡
△課題について,授業をふり返って自分はどう考
えたのか書きましょう｡
･お父さんはやさしいだけじゃなくて,戦争に行か
なきやいけない悲しい気持ちもあったことが友
だちの発表を聞いて分かった｡
･みんなの考えを聞いて,やっぱりお父さんはゆみ
子を大事に思っていたんだな,と分かった｡
これまで,筆者が学習指導案について学んでき
た本には,学習指導案の持つ意味や機能について
の説明が少なく,本当に考えたいことや知りたい
ことを学ぶ機会がなかった｡学習指導案を書くた
めの枠組みだけが中心に説明されている｡そこで
は,目の前の子どもの状況性が抜けているため,学
習指導案と子どもの学びが切り離されているよう
に感じる｡
いろいろな学習指導案を検討してみると,教師
の教授行為である発問や指示は書かれていても,
それに対する子どもの反応は書かれていないもの
が多い｡学習指導案を作成していく上で,子どもの
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反応を書く意味や重要性はあまり認識されていな
いと思われる｡その教授行為が有効であるかどう
かは,子どもを見なければ分からないのであり,冒
の前の子どもの状況性をふまえた学習指導案を作
成していく必要がある｡
5 到達点と課題
(1)課題に対しての到達度
本研究の目的は,子どもの思考を高める授業を
行うために,学習指導案とは何のために,どんなこ
とを書いていくのかを明らかにすることであった｡
本研究で明らかになったことは次の2点である｡
1点目は,授業はそれぞれの要素がばらばらに
組み合わされているものではなく,構造的になっ
ていること｡
2点目は,その授業の構造は,学習指導案の発
問 ･指示と子どもの反応の2つに集約されるとい
うことである｡教材研究で教材にどんな教育内容
があるのかを理解し,その教育内容に近づくため
の教師のねらいと子どもの思考の想定をしっかり
ともつことが重要である｡子どもの反応は結論だ
けでなく,テキス トと対決した根拠も学習指導案
-書きこんでいくことが大切であると分かった｡
(2)課題
課題は,以上の点を意識して学習指導案を作成
し,授業を実践することである｡ そのためには,学
習指導案を何度も修正し検討することが必要であ
る｡授業実践を重ねながら,学習指導案をよりしっ
かりと書くことについて,さらに考えていきたい｡
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